
・本日の議題

①工事の現況と今後の予定（専務）

②各現場状況報告（又は問題点）

③その他

（注）安全大会の時刻は１８：００(集合次第)～１９：００とします。

その後は、自由参加としますので適時解散してください。

議題①：工事の現況と今後の予定

令和6年　4月 12日（金）　安全大会

　お疲れ様です。桜も散り始め連日気候も大変過ごしやすい日が続いており、現場での業務も幾
分が楽になる季節となっています。

現状の受注状況としては、施工中の物件につづき５月連休明けより中規模物件が着工となりその
後６月以降に同じく中規模物件や大型物件が続いて控えている状況です。

また、内定案件に関して９月と１１月にそれぞれ中・大型物件の案件内定を頂いています。
その他の時期に施工できる物件や、協力業者さんに施工して頂く物件等、引き続き関係先と協議
を進めていきます。

ここ最近の未曾有の自然災害について、各作業所では工事の状況にあわせ安全対策や措置を取っ
ていますが、突発的な強風や大雨等、連日ニュースで目にする異常気象が強さと頻度を増して
襲ってきており、現場としても今までの対策だけでは足場や仮囲い等の倒壊、または施工状況に
よっては解体構造物の飛来倒壊の可能性も大いにあります。

我々プロの解体業者の現場であっても、日々変わっていく現場状況の中で前日は安全な設備だっ
たが、後日は今までの控え等の設備では突風を受けた際に倒壊の危険がある箇所に代わっている
箇所が今までより多くなると考え共有してもらえるようお願い致します。

また、近頃は架設と解体それぞれ別業者で施工していますが、我々解体業者が架設業者三の直近
上位の責任を追う業者なんだと改めて再確認し、例えば架設業者さんがしばらく現場を空ける場
面がある際など、今まで以上に架設業者さんと連絡を取り合い、危険が予想される場合は一度見
に来てもらい対策を一緒に構築する中を強化してください。
 

　　　　　　　　　　　　　　　　 ご　安　全　に

美瑛の丘/北海道上川郡美瑛町　 広大な農地で花や作物がパッ
チワークのような模様に見える景色を楽しめる



②現状の作業工程等、気がついた事を報告してください。

・施工中

現場責任者 施工中

現場責任者 施工中

現場責任者 施工中

（株）ナンセイ ４月１６日着工

（株）東輝建設 ４月２８日着工

フジタ道路（株） ５月７日着工

（株）ナンセイ ５月中旬着工

（株）東輝建設 ５月１４日着工

（株）東輝建設 ６月１日着工

（株）コクボノベルティ ６月１日着工

（株）東輝建設 ６月上旬着工

（株）東輝建設 ６月１日着工

（株）東輝建設 ９月上旬着工

フジタ道路（株） １１月上旬着工

１.　ヘルメット・ハーネス・安全靴等作業に適した保護具適正使用の徹底に努める「基本は毎日習慣に」

２.　場内の重機作業エリアとの区画整備・安全通路区画整備の徹底に努める「重機接触は即死亡災害」

連絡が着て知ったのでは遅い＝印象が大変悪い」

５.　現場内無線連携(段取り・合図・居場所確認)の確立化を徹底する「見えないところも見える」

※　当社としての基本的心得　※

10.　解体工事を行う上で必要設備資機材はきちんと揃っているか？「足りなければ手配連絡を！」

11.　熱中症に向けて意識を高めよう「対策や有事の対応をおさらいしよう！」

12.　有事(災害や事故)が発生した場合は必ず直近上位の現場責任者と会社へ連絡「本部にお客先から

３.　場内及び現場周辺道路等の清掃を定期的に行い美化に努める「きれいな現場では事故は起きない」

４.　壁倒し後のガラ受けや犬走の掃除を毎度忘れずに「そのまま噛んだら足場や近隣様所有物を破損してしまう」

６.　高所作業時ハーネスの２丁掛の意味についてもう一度考えてみよう「掛替時に災害に隙を与えない」

７.　直近上位や元請様に年齢関係なく親切丁寧な会話を誠意をもって対話する「良心は巡って帰ってくる」

８.　ご近隣様へ、日頃から騒音振動など迷惑を掛けいるという意識を持ち、挨拶や清掃で気持ちを返す「気持ちは伝わる」

９.　重機配管カバーは全部取付できているか？「今一度確認！」※破裂 → 車、家等付着 → 清掃処置(損失大)

・予定案件

玉城　克己

港区西麻布作業所 我那覇　祐紀

足立区鹿浜作業所 我謝　祐

５月度の重点目標(三項目)

13.　工事車両の退場時、キャビンの上や荷台の荷崩れしそうな資材は無いかよく確認「第三者災害の危険」

１.　ヘルメット・ハーネス・安全靴等作業に適した保護具適正使用の徹底に努める「基本は毎日習慣に」

２.　場内の重機作業エリアとの区画整備・安全通路区画整備の徹底に努める「重機接触は即死亡災害」

13.　工事車両の退場時、キャビンの上や荷台の荷崩れしそうな資材は無いかよく確認「第三者災害の危険」

川崎市幸区(ＲＣ造４Ｆ　約1000坪) （株）ショキタ

世田谷区砧(ＲＣ造４Ｆ　400坪) （株）ショキタ

町田市南町田(外構・プレハブ他) （株）ショキタ

相模原市中央区(土間撤去、砕石敷設) （株）ショキタ

さいたま市中央区(看板撤去) （株）ショキタ

品川区西五反田(ＲＣ造４Ｆ他複数棟　929坪) （株）ショキタ

大和市深見東(外構解体) （株）ショキタ

川口市領家(Ｓ造工場・ＲＣ造舎宅　計４０１６坪)

中央区日本橋本町(ＳＲＣ造10Ｆ＋タワーＰ　１３０３坪　)

（株）ショキタ・那須工業（株）

（株）ショキタ

横浜市港北区(ＳＲＣ造１０Ｆ　1627坪)

茨城県坂東市(Ｓ造倉庫改修スケルトン　4200坪)

（株）ショキタ

那須工業（株）

足立区西新井本町作業所

4月の玉掛ワイヤーの点検職は… 黄 です。 4月16日(火) 一斉点検



議題１　工事車両の積み荷の落下防止について再確認しよう



議題2　一酸化炭素中毒の恐ろしさについて再度考えよう





一酸化炭素中毒は、職場、家庭を問わず昔からある災害ですが、今でも災害が多発しています。建
設業では、内燃機関（ガソリンエンジン等）を動力源とする小型機械を室内で使うことによる災害が発
生しています。安全衛生対策を十分行って一酸化炭素中毒を防ぎましょう！

渋 谷 労 働 基 準 監 督 署

建設業における一酸化炭素中毒を予防しましょう！

１．内燃機関は換気を十分に行って使いましょう

内燃機関（ガソリンエンジン等）
を動力源とする小型機械（発電
機、コンプレッサ等）を、通風が
不十分な室内で使用して、一酸
化炭素中毒が繰り返し発生して
います。
一酸化炭素は無色無臭のた
め、ばく露しても気が付かずに、
頭痛、吐き気、めまいを感じ、一
酸化炭素中毒に気が付いたとき
には、意識がなくなり、死に至る
こともあります。同じ場所で作業
をしていた複数の方が同時に中
毒になることも多くあります。

一酸化炭素中毒が発生するときの典型的な例
１． 近隣の騒音防止のため、室内に内燃機関を持ち込んで使ってしまった。
２． 塗料の飛散防止のため窓に養生をしている状態で、そのまま使ってしまった。
３． 冬季で寒かったため、窓・ドアを閉め切って使ってしまった。
４． 短時間で終わる作業だったので、閉め切って使ってしまった。

室内で内燃機関を使った
小型機械は使わないことを
原則としてください。
やむを得ず室内で内燃機
関を使わなくてはいけないと
きは換気を十分に行ってく
ださい。

このほか、チェックリスト（
裏面）によりチェックを行っ
て一酸化炭素中毒を予防し
てください。

発電機

エンジン式
コンプレッサ

窓・ドアを開ける

排風機使用

発電機を
室外に置く

あってはならない無言の帰宅 死亡災害ゼロ！



３．一酸化炭素中毒について

２．一酸化炭素中毒の発生状況

４．一酸化炭素中毒予防のチェックリスト

〇一酸化炭素（CO)中毒
COは無色・無臭でその存在が感知しにくい気体ですが、強い毒性を有しています。COは赤血球中のヘモグロビン
と結合しやすく、このためCOを吸入すると、血液の酸素運搬能力がさがることによりCO中毒が起きます。CO中毒
は、軽度の頭痛、吐き気等から始まり、その後、昏倒、致命傷に至るため、無意識のうちに被災するという特徴があ
ります。

〇一酸化炭素（CO）中毒対策にかかる規定等
・労働安全衛生規則第578条（内燃機関の使用禁止）
事業者は、抗、井筒、潜函、タンク又は船倉の内部その他の場所で、自然換気が不十分なところにおいては、内燃
機関を有する機械を使用してはならない。ただし、当該内燃機関の排気ガスによる健康障害を防止するため当該
場所を換気するときは、この限りでない。
・「建設業における一酸化炭素中毒予防のためのガイドラインの策定について（平成10年6月1日基発第329号の2）」

作業前にチェック！

一酸化炭素の危険性・有害性について安全衛生教育をした。

新規の作業については、元請と下請であらかじめ危険有害性の検討をした。

作業方法を明確に示した作業手順書を作成して周知した。

内燃機関（ガソリンエンジン等）の点検・清掃を定期的に実施した。

作業方法を検討し、内燃機関式の機械ではなく、電気式の機械で代用することとした。

内燃機関式の機械は室外に置いて、電気、エアーなどを室外から引き込むことにした。

〇事例１
解体中の木造2階建てアパートの1階でガソリンを燃料とする発電機を稼働させていたところ、2階に
いた作業員2人が死亡し1人が重体となった（世田谷区2019年9月）。
〇事例２
ビル内においてエンジン式コンプレッサを使用して吹き付け塗装作業を行っていたところ、3人の作業
員が体調不良となり一酸化炭素中毒により搬送された。ビルは駅前の繁華街にあり、ビル内で営業
している店舗もあったため、コンプレッサは室内に入れていた（渋谷区2019年10月）。

内燃機関のＣＯ排出量を把握し、継続的に外部に排気を行うことにした。

自然換気のため部屋の窓、ドアを開けることを確認した。

測定器を準備し、一酸化炭素の気中濃度を継続的に測定することとした。

必要に応じ、有効な呼吸用保護具を準備し、使用することとした。

安全衛生関係の資料の検索（インターネットからダウンロードできます。）

安全 パンフ 検索
職場のあんぜんサイト 検索

「トップが打ち出す方針 みんなで共有 生み出す安全・安心」

やむを得ず、内燃機関を動力源とする小型機械を室内で使うときは・・・、


